
　子どもをまん中においた地域づくりをさらにすすめるため、地域の人々がつ
ながり、気づき、助け合える居場所が必要です。
　今回は、さまざまな立場から“子どもの居場所”をつくるために地域で活動を
していただいている方々からお話を伺いました。
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　子ども食堂は、食事だけではなく、さまざまな体験や遊びを通じて、地域で子
どもを育て見守る世代間交流の場でもあります。
　子ども食堂は、誰もが安心して過ごせる場所です。お友だちを誘ってぜひご参
加ください。
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問合せ

みんなでつくる

みんなの“居場所
”

特集

あったかごはんを通じて

子どもから大人まで“ホクホク”な交流を

毎回楽しみに参加する
子どもたちを見るとスタッフ一同
嬉しい気持ちになります。

子ども食堂をきっかけに幅広い
世代の顔が見える地域に根差した
活動をしていきたいです。

“子ども食堂
”

お住まいの地域の子ども食堂の開催日や詳しい
情報また、ボランティアに興味のある方は下記
まで問合せください。

― 子ども食堂を始めたきっかけは？

INTERVIEW 01

INTERVIEW 02

― 活動を通して良かったことは？

　民生委員児童委員を務めた時、市営住宅やアパートに入居の方の中で、地域の区・自治会に加入され
ていないひとり親家庭の方が多いことを知りました。地域と交流が少ないことで孤立を防ぐためにも地
域の子どもの“居場所づくり”の必要性を感じ、平成30年4月に大原自治振興会の仲間と準備を進め、同
年11月に子ども食堂「スマイル甲賀大原っ子」の活動を始めました。

　子どもたちの笑顔に出会えることです。最初は子どもたちの居場所づくりのために始めた活動でしたが、
今では保護者も参加し、一緒に食事をすることで、世代を超えて繋がり助け合うことに大切さを再確認す
ることができました。令和2年からは活動時間の短縮を余儀なくされたため、食事・遊び・学びの“学び”を
特化させて週2回の学習支援「寺子屋」の活動も始めまし
た。「勉強が面白くなった」という子どもの声や「勉強する
習慣が身につくようになった」という保護者の声を聞いた
ときは、嬉しかったですね。
　今では、子ども食堂は、学区を越えた“子どもも大人も
安心して気軽に集まれる居場所”となっています。

― 子ども食堂を始めたきっかけは？

― 今後どのような活動をしていきたいですか？

　数年前より、子どもに関わる仕事をしています。その経験より、今の子どもが置かれている現状から、
子どもの「命」「心」「健康」を守りたいと思ったことがきっかけです。２年かけて他の団体さんの活動に
参加し、勉強させていただき、今年７月２９日に仲間たちとともに子ども食堂「つない手」を始めるこ
とができました。１回目からたくさんの子どもたちが参加してくれて、とても嬉しかったです。

　子ども食堂なので、「つない手」に行けば、おいしいごはんがおなかいっ
ぱい食べられる、仲良しの友だちや食堂のおばちゃんに会える、いつも楽
しみに来られる居場所になれたらと思います。
　また、高齢者の方や地域の方にも参加していただき、子どもたちに地域
の中で学んでもらえる居場所にできればと思います。今ははじめたばかり
なので、課題もたくさんありますが、楽しみの方が大きいです。より多く
の人に知っていただき、たくさんの人に参加していただきたいです。
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市内26カ所
登録中

いっしょに活動

しませんか？

食材や物資の

提供大歓迎！！

寺子屋で勉強中

みんなで食べる

カレーは

おいしいね

チラシとチョコを配布しました！

（プレ開催：田んぼアート）
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